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(57)【要約】
【課題】室内の冷房を行いつつ、蓄熱媒体を所望とする
状態まで確実に冷却できる蓄熱式空気調和機を提供する
。
【解決手段】蓄熱式空気調和機（10）は、冷媒回路（11
）において室外熱交換器（24）で凝縮した冷媒が室内熱
交換器（84）及び蓄熱熱交換器（56）でそれぞれ蒸発す
るとともに、蓄熱熱交換器（56）で蒸発する冷媒によっ
て蓄熱回路（70）の蓄熱媒体が冷却される冷房蓄冷運転
を行うように冷媒回路（11）を制御する制御部（100）
が設けられる。制御部（100）は、冷房蓄冷運転中にお
いて、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が、蓄熱熱
交換器（56）の目標の蒸発温度を示す指標となる蓄熱側
目標値を上回らないように、冷媒回路（11）を制御する
。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　蓄熱式空気調和機であって、
　　圧縮機（23）、室外熱交換器（24）、及び室内熱交換器（84）が接続され、冷媒が循
環して冷凍サイクルが行われる冷媒回路（11）と、　
　　蓄熱熱交換器（56）及び蓄熱タンク（71）が接続され、蓄熱媒体が循環する蓄熱回路
（70）と、
　　上記冷媒回路（11）において上記室外熱交換器（24）で凝縮した冷媒が上記室内熱交
換器（84）及び上記蓄熱熱交換器（56）でそれぞれ蒸発するとともに、該蓄熱熱交換器（
56）で蒸発する冷媒によって上記蓄熱回路（70）の蓄熱媒体が冷却される冷房蓄冷運転を
行うように上記冷媒回路（11）を制御する制御部（100）とを備え、
　　上記制御部（100）は、上記冷房蓄冷運転中において、上記冷媒回路（11）の蒸発温
度を示す指標が、上記蓄熱熱交換器（56）の目標の蒸発温度を示す指標となる蓄熱側目標
値を上回らないように、上記冷媒回路（11）を制御する
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【請求項２】
　　請求項１において、
　　上記制御部（100）は、上記冷房蓄冷運転中において、
　　上記室内熱交換器（84）の目標の蒸発温度を示す指標となる室内側目標値が、上記蓄
熱側目標値よりも低いときに、上記冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を上記室内側目
標値に近づける第１制御動作を行い、
　　上記室内側目標値が上記蓄熱側目標値よりも高いときに、上記冷媒回路（11）の蒸発
温度を示す指標を上記蓄熱側目標値に近づける第２制御動作を行う
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【請求項３】
　　請求項２において、
　　上記冷媒回路（11）には、上記冷房蓄冷運転中に、上記室外熱交換器（24）と上記室
内熱交換器（84）の間を流れる冷媒を減圧する室内膨張弁（83）が接続され、
　　上記制御部（100）は、上記冷房蓄冷運転中に、上記圧縮機（23）の回転数を変更す
ることにより上記冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を調節するとともに、上記室内膨
張弁（83）の開度を過熱度制御する
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【請求項４】
　　請求項２又は３において、
　　上記冷媒回路（11）には、複数の上記室内熱交換器（84）が接続され、
　　上記制御部（100）は、上記複数の室内熱交換器（84）のうち、該室内熱交換器（84
）に対応する室内の設定温度が最も低い室内熱交換器（84）の目標の蒸発温度を示す指標
を、上記室内側目標値とする
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【請求項５】
　　請求項２乃至４のいずれか１つにおいて、
　　上記圧縮機（23）及び上記室外熱交換器（24）を有する室外ユニット（20）と、
　　上記室内熱交換器（84）を有する室内ユニット（80）と、
　　上記蓄熱タンク（71）を有する蓄熱ユニット（40）とを備え、
　　上記室内ユニット（80）には、上記室内側目標値を決定するための指標を上記室外ユ
ニット（20）に出力する室内側出力部（112）が設けられ、
　　上記蓄熱ユニット（40）には、上記蓄熱側目標値を決定するための指標を上記室外ユ
ニット（20）へ出力する蓄熱側出力部（122）が設けられる
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【請求項６】
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　　請求項２乃至５のいずれか１つにおいて、
　　上記冷媒回路（11）は、
　　　上記室内熱交換器（84）が接続される室内回路（81）と、
　　　上記室内回路（81）と並列に設けられ、上記蓄熱熱交換器（56）が接続される冷媒
側蓄熱回路（44）とを有し、
　　上記冷媒側蓄熱回路（44）には、上記冷房蓄冷運転の上記第１制御動作中において、
上記蓄熱熱交換器（56）を流出した冷媒の圧力を調節可能な圧力調節機構（66）が設けら
れる
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【請求項７】
　　請求項１乃至６のいずれか１つにおいて、
　　上記蓄熱媒体は、冷却されることによって包接水和物が生成する蓄熱媒体であり、
　　上記制御部（100）は、上記冷房蓄冷運転において、
　　上記蓄熱媒体の温度を水和物生成温度未満の所定温度とするために、上記蓄熱側目標
値を第１値とする第１動作と、
　　　上記第１動作の後、上記蓄熱媒体の温度を更に低くするために、上記蓄熱側目標値
を上記第１値よりも低い第２値とする第２動作とを実行するための制御を行う
　　ことを特徴とする蓄熱式空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、蓄熱式空気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　いわゆる冷熱を蓄熱媒体に蓄え、この冷熱を利用して室内の空調を行う蓄熱式空気調
和機がある。
【０００３】
　　特許文献１に記載の蓄熱式空気調和機は、室内熱交換器と蓄熱用熱交換器とが接続さ
れる冷媒回路を備えている。蓄熱用熱交換器では、冷媒によって蓄熱媒体が冷却される。
冷却された蓄熱媒体は、蓄熱タンクに貯留される。蓄熱媒体としては、冷却されることに
よって包接水和物が生成される蓄熱媒体（例えば臭化テトラｎブチルアンモニウム水溶液
）が利用される。蓄熱式空気調和機では、蓄熱媒体に冷熱を蓄積しつつ、室内の冷房を行
う冷房蓄冷運転が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１７０８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　　ところで、上述したような冷房蓄冷運転では、例えば室内熱交換器と蓄熱用熱交換器
とをそれぞれ蒸発器とする冷凍サイクルが行われる。これにより、室内熱交換器で室内空
気を冷却すると同時に、蓄熱用熱交換器で蓄熱媒体を冷却できる。
【０００６】
　　一方、このような冷凍サイクルにおいて、単純に室内熱交換器の冷房能力を確保する
ように冷媒回路のシステムの蒸発温度を決定すると、運転条件によっては、蓄熱用熱交換
器の蒸発温度が高くなり過ぎてしまい、蓄熱媒体を所望とする状態まで冷却できない可能
性がある。
【０００７】
　　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、その目的は、室内の冷房を
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行いつつ、蓄熱媒体を所望とする状態まで確実に冷却できる蓄熱式空気調和機を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　　第１の発明は、蓄熱式空気調和機を対象とし、圧縮機（23）、室外熱交換器（24）、
及び室内熱交換器（84）が接続され、冷媒が循環して冷凍サイクルが行われる冷媒回路（
11）と、蓄熱熱交換器（56）及び蓄熱タンク（71）が接続され、蓄熱媒体が循環する蓄熱
回路（70）と、上記冷媒回路（11）において上記室外熱交換器（24）で凝縮した冷媒が上
記室内熱交換器（84）及び上記蓄熱熱交換器（56）でそれぞれ蒸発するとともに、該蓄熱
熱交換器（56）で蒸発する冷媒によって上記蓄熱回路（70）の蓄熱媒体が冷却される冷房
蓄冷運転を行うように上記冷媒回路（11）を制御する制御部（100）とを備え、該制御部
（100）は、上記冷房蓄冷運転中において、上記冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が
、上記蓄熱熱交換器（56）の目標の蒸発温度を示す指標となる蓄熱側目標値を上回らない
ように、上記冷媒回路（11）を制御することを特徴とする。
【０００９】
　　ここで、上記「冷媒回路の蒸発温度を示す指標」とは、冷媒回路の、いわゆるシステ
ムの蒸発温度を示す指標である。この指標は、システムの蒸発温度だけでなく、この蒸発
温度に相当する飽和圧力（蒸発圧力）も含む意味である。
【００１０】
　　同様に、上記「蓄熱熱交換器の目標の蒸発温度を示す指標となる蓄熱側目標値」は、
蓄熱熱交換器（56）の目標となる蒸発温度だけでなく、この蒸発温度に相当する飽和圧力
（蒸発圧力）も含む意味である。
【００１１】
　　第１の発明では、冷房蓄冷運転において、室外熱交換器（24）が凝縮器となり、室内
熱交換器（84）及び蓄熱熱交換器（56）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。これに
より、室内熱交換器（84）では、冷媒によって空気が冷却され、室内の冷房が行われる。
同時に、蓄熱熱交換器（56）では、冷媒によって蓄熱媒体が冷却される。冷却された蓄熱
媒体は、蓄熱タンク（71）に貯留される。
【００１２】
　　このような冷房蓄冷運転においては、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が制御さ
れる。ここで、この蒸発温度を示す指標を、単純に室内の冷房能力だけを考慮して制御す
ると、この指標が、蓄熱熱交換器（56）の目標の蒸発温度を示す指標（蓄熱側目標値）を
上回ってしまい、蓄熱媒体を所望とする状態まで冷却できないおそれがある。
【００１３】
　　これに対し、本発明の制御部は、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が、蓄熱側目
標値を上回らないように、冷媒回路（11）を制御する。従って、室内の冷房を行いつつ、
蓄熱媒体を確実に冷却できる。
【００１４】
　　第２の発明は、第１の発明において、上記制御部（100）は、上記冷房蓄冷運転中に
おいて、上記室内熱交換器（84）の目標の蒸発温度を示す指標となる室内側目標値が、上
記蓄熱側目標値よりも低いときに、上記冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を上記室内
側目標値に近づける第１制御動作を行い、該室内側目標値が上記蓄熱側目標値よりも高い
ときに、上記冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を上記蓄熱側目標値に近づける第２制
御動作を行うことを特徴とする。
【００１５】
　　ここで、上記「室内熱交換器の目標の蒸発温度を示す指標となる室内側目標値」は、
室内熱交換器の目標となる蒸発温度だけでなく、この蒸発温度に相当する飽和圧力（蒸発
圧力）も含む意味である。
【００１６】
　　第２の発明の制御部（100）は、冷房蓄冷運転において、室内熱交換器（84）の目標
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の蒸発温度を示す指標（室内側目標値）が、蓄熱側目標値よりも低いと、冷媒回路（11）
の蒸発温度を示す指標を室内側目標値に近づける第１制御動作を行う。室内側目標値は蓄
熱側目標値よりも低いため、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が、室内側目標値に収
束したとしても、この指標は蓄熱側目標値より低いものとなる。
【００１７】
　　制御部（100）は、冷房蓄冷運転において、室内側目標値が蓄熱側目標値よりも高い
と、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を蓄熱側目標値に近づける第２制御動作が行わ
れる。このため、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が蓄熱側目標値に収束する。
【００１８】
　　このように、冷房蓄冷運転では、蒸発温度を示す指標が蓄熱側目標値を上回らないよ
うに第１制御動作または第２制御動作が適宜実行される。
【００１９】
　　第３の発明は、第２の発明において、上記冷媒回路（11）には、上記冷房蓄冷運転中
に、上記室外熱交換器（24）と上記室内熱交換器（84）の間を流れる冷媒を減圧する室内
膨張弁（83）が接続され、上記制御部（100）は、上記冷房蓄冷運転中に、上記圧縮機（2
3）の回転数を変更することにより上記冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を調節する
とともに、上記室内膨張弁（83）の開度を過熱度制御することを特徴とする。
【００２０】
　　第３の発明では、冷房蓄冷運転において、圧縮機（23）の回転数が調節されることで
、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が制御される。第２制御動作において、冷媒回路
（11）の蒸発温度を示す指標を蓄熱側目標値に近づけるように圧縮機（23）の回転数が制
御されると、室内熱交換器（84）の蒸発温度も低くなり、室内熱交換器（84）の冷房能力
が過剰になるおそれがある。しかし、第２制御動作において、室内膨張弁（83）を過熱度
制御することで、室内熱交換器（84）の冷媒の流量を抑えるように、室内膨張弁（83）の
開度が絞られる。これにより、第２制御動作においても、室内熱交換器（84）の冷房能力
が過剰となることを回避できる。
【００２１】
　　第４の発明は、第２又は第３の発明において、上記冷媒回路（11）には、複数の上記
室内熱交換器（84）が接続され、上記制御部（100）は、上記複数の室内熱交換器（84）
のうち、該室内熱交換器（84）に対応する室内の設定温度が最も低い室内熱交換器（84）
の目標の蒸発温度を示す指標を、上記室内側目標値とすることを特徴とする。
【００２２】
　　第４の発明では、室内の設定温度が最も低い室内熱交換器（84）に対応する目標の蒸
発温度を示す指標が、室内側目標値となる。この室内側目標値を用いて冷媒回路（11）の
蒸発温度を示す指標を制御することで、全ての室内熱交換器（84）の蒸発温度が、各室内
熱交換器（84）の設定温度を満たす温度となる。従って、全ての室内熱交換器（84）の冷
房能力を補償できる。
【００２３】
　　第５の発明は、第２乃至第４のいずれか１つの発明において、上記圧縮機（23）及び
上記室外熱交換器（24）を有する室外ユニット（20）と、上記室内熱交換器（84）を有す
る室内ユニット（80）と、上記蓄熱タンク（71）を有する蓄熱ユニット（40）とを備え、
上記室内ユニット（80）には、上記室内側目標値を決定するための指標を上記室外ユニッ
ト（20）に出力する室内側出力部（112）が設けられ、上記蓄熱ユニット（40）には、上
記蓄熱側目標値を決定するための指標を上記室外ユニット（20）へ出力する蓄熱側出力部
（122）が設けられることを特徴とする。
【００２４】
　　第５の発明では、室内ユニット（80）の室内側出力部（112）から、室内側目標値を
決定するための指標が室外ユニット（20）に出力される。また、蓄熱ユニット（40）の蓄
熱側出力部（122）から、蓄熱側目標値を決定するための指標が室外ユニット（20）に出
力される。これにより、室外ユニット（20）において、室内側目標値と蓄熱側目標値を比
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較して、冷媒回路（11）を制御できる。
【００２５】
　　第６の発明は、第２乃至第５のいずれか１つの発明において、上記冷媒回路（11）は
、上記室内熱交換器（84）が接続される室内回路（81）と、上記室内回路（81）と並列に
設けられ、上記蓄熱熱交換器（56）が接続される冷媒側蓄熱回路（44）とを有し、上記冷
媒側蓄熱回路（44）には、上記冷房蓄冷運転の上記第１制御動作中において、上記蓄熱熱
交換器（56）を流出した冷媒の圧力を調節可能な圧力調節機構（66）が設けられることを
特徴とする。
【００２６】
　　第６の発明では、第１制御動作中に蓄熱熱交換器（56）を流出した冷媒の圧力を調節
可能な圧力調節機構（66）が設けられる。第１制御動作では、冷媒回路（11）の蒸発温度
を示す指標が、室内側目標値となる。この室内側目標値は、蓄熱側目標値よりも低い。こ
のため、蓄熱熱交換器（56）の実際の蒸発温度ないし蒸発圧力は、蓄熱側目標値に対して
過剰に低くなる可能性がある。しかし、第１制御動作では、蓄熱熱交換器（56）を流出し
た冷媒の圧力を、圧力調節機構（66）によって調節できる。これにより、蓄熱熱交換器（
56）の蒸発温度ないし蒸発圧力が過剰に低くなることを回避しつつ、冷媒回路（11）の蒸
発温度を示す指標を室内側目標値に近づけることができる。
【００２７】
　　第７の発明は、第１乃至第６のいずれか１つの発明において、上記蓄熱媒体は、冷却
されることによって包接水和物が生成する蓄熱媒体であり、上記制御部（100）は、上記
冷房蓄冷運転において、上記蓄熱媒体の温度を水和物生成温度未満の所定温度とするため
に、上記蓄熱側目標値を第１値とする第１動作と、該第１動作の後、上記蓄熱媒体の温度
を更に低くするために、上記蓄熱側目標値を上記第１値よりも低い第２値とする第２動作
とを実行するための制御を行うことを特徴とする。
【００２８】
　　第７の発明では、冷房蓄冷運転において、第１動作と第２動作とが行われる。第１動
作では、蓄熱媒体の温度が水和物生成温度未満の所定温度となるように、蓄熱側目標値が
第１値となる。この第１動作により、蓄熱媒体の温度を水和物生成温度未満の所定温度に
でき、蓄熱媒体を過冷却状態とすることができる。
【００２９】
　　第１動作の後、第２動作が行われると、蓄熱側目標値が第１値よりも低い第２値とな
る。これにより、蓄熱媒体の温度を更に低下させることができる。このように蓄熱媒体の
温度が低下すると、蓄熱媒体中では、包接水和物を含んだ水和物スラリーが生成する。こ
の水和物スラリーは、接触する蓄熱媒体の過冷却状態を解消する核となる。これにより、
蓄熱媒体の過冷却状態を解消でき、蓄熱タンク（71）内に多くの水和物スラリーを貯める
ことができる。
【００３０】
　　第２動作では、蓄熱側目標値が比較的低い第２値となるため、室内側目標値が蓄熱側
目標値よりも高くなり易い。しかしながら、第２動作では、蓄熱側目標値に基づいて、冷
媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が制御されるため、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す
指標が、蓄熱側目標値を上回ることを回避できる。
【発明の効果】
【００３１】
　　第１の発明によれば、冷房蓄冷運転において、冷媒回路（11）のシステムの蒸発温度
を示す指標が、蓄熱側目標値を上回らないように冷媒回路（11）が制御されるため、室内
の冷房を行いつつ、冷媒によって蓄熱媒体を所望とする状態まで確実に冷却できる。
【００３２】
　　第２の発明によれば、室内側目標値が蓄熱側目標値よりも低いときには、室内側目標
値を基準とし、室内側目標値が蓄熱側目標値よりも高いときには、蓄熱側目標値を基準と
し、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標を制御している。このため、この指標が、蓄熱
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側目標値を上回ってしまうことを確実に回避できる。
【００３３】
　　また、第１制御動作及び第２制御動作では、冷媒回路（11）の蒸発温度を示す指標が
、室内側目標値を上回ってしまうことも回避できる。従って、冷房蓄冷運転において、室
内熱交換器（84）の冷房能力が不足してしまうことも回避できる。
【００３４】
　　第３の発明では、冷房蓄冷運転において、圧縮機（23）の回転数を調節するとともに
、室内膨張弁（83）を過熱度制御するため、室内熱交換器（84）の冷房能力が過剰になっ
てしまうことを回避できる。
【００３５】
　　第４の発明では、全ての室内熱交換器（84）の冷房能力を補償できる。
【００３６】
　　第５の発明では、室内ユニット（80）や蓄熱ユニット（40）から出力される指標を用
いて、第１制御動作や第２制御動作の切り換えの判定を行うことができる。
【００３７】
　　第６の発明では、冷房蓄冷運転の第１制御動作において、冷媒回路（11）の蒸発温度
を示す指標を室内側目標値に近づけつつ、蓄熱熱交換器（56）の蒸発温度ないし蒸発圧力
を蓄熱側目標値に維持できる。つまり、第１制御動作において、室内熱交換器（84）と蓄
熱熱交換器（56）の双方の蒸発温度を最適な値に制御できる。
【００３８】
　　第７の発明では、第１動作及び第２動作を行うことで、水和物スラリーを生成する装
置や部品等を追加することなく、蓄熱タンク（71）に多くの水和物スラリーを貯めること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図１は、蓄熱式空気調和機の概略構成を示す配管系統図である。
【図２】図２は、蓄熱式空気調和機の各ユニット、及び制御部の関係を示すブロック図で
ある。
【図３】図３は、図１において、単純冷房運転時の冷媒及び蓄熱媒体の流れを表した図で
ある。
【図４】図４は、図１において、単純暖房運転時の冷媒及び蓄熱媒体の流れを表した図で
ある。
【図５】図５は、図１において、蓄冷運転時の冷媒及び蓄熱媒体の流れを表した図である
。
【図６】図６は、図１において、利用冷房運転時の冷媒及び蓄熱媒体の流れを表した図で
ある。
【図７】図７は、図１において、冷房蓄冷運転時の冷媒及び蓄熱媒体の流れを表した図で
ある。
【図８】図８は、冷房蓄冷運転の第１制御動作及び第２制御動作を説明するためのフロー
チャートである。
【図９】図９は、冷却動作（第１動作）及び急冷動作（第２動作）を説明するためのタイ
ムチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下の実施形態は
、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あるいはその用途の範囲を制限
することを意図するものではない。
【００４１】
　《発明の実施形態》
　　図１は、蓄熱式空気調和機（10）の概略の配管系統図である。実施形態に係る蓄熱式
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空気調和機（10）は、室内の冷房と暖房とを切り換えて行う。蓄熱式空気調和機（10）は
、冷媒によって蓄熱媒体を冷却することで、蓄熱媒体に、いわゆる冷熱を蓄積できる。蓄
熱媒体の冷熱は室内の冷房に利用される。
【００４２】
　　蓄熱式空気調和機（10）は、室外ユニット（20）、蓄熱ユニット（40）、及び複数の
室内ユニット（80）を備えている。図１では、３台の室内ユニット（80）を図示している
が、室内ユニット（80）の数は１つ以上であればよい。
【００４３】
　　蓄熱式空気調和機（10）は、冷媒回路（11）を有している。冷媒回路（11）は、充填
された冷媒が循環することで冷凍サイクルが行われる。冷媒回路（11）は、室外回路（21
）、中継回路（41）、及び複数の室内回路（81）を有している。
【００４４】
　〈室外ユニット〉
　　室外ユニット（20）は、室外に設置される。室外ユニット（20）は、室外回路（21）
及び室外ファン（22）を有している。
【００４５】
　　室外回路（21）には、圧縮機（23）、室外熱交換器（24）、室外膨張弁（25）、第１
過冷却部（30）、及び四方切換弁（26）が接続される。
【００４６】
　　圧縮機（23）は、容量可変式に構成される。つまり、圧縮機（23）は、回転数が可変
な電動機（図示省略）を有している。圧縮機（23）の吐出部は、四方切換弁（26）の第１
ポートと接続する。圧縮機（23）の吸入部は、四方切換弁（26）の第２ポートと接続する
。
【００４７】
　　室外熱交換器（24）は、例えばクロスフィンアンドチューブ式に構成される。室外熱
交換器（24）のガス端部は、第３ポートと接続する。室外熱交換器（24）の液端部は、中
継回路（41）の液中継管（42）と接続する。室外熱交換器（24）の近傍には、室外ファン
（22）が設置される。室外熱交換器（24）では、室外ファン（22）が搬送する空気と冷媒
とが熱交換する。
【００４８】
　　室外膨張弁（25）は、第１過冷却部（30）と第１過冷却熱交換器（31）との間に接続
される。室外膨張弁（25）は、その開度が調節されることで、冷媒の圧力や流量を調節す
る。室外膨張弁（25）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００４９】
　　第１過冷却部（30）は、液冷媒を冷却可能に構成される。第１過冷却部（30）は、第
１過冷却熱交換器（31）、第１導入路（32）、及び第１過冷却弁（33）を有している。
【００５０】
　　第１過冷却熱交換器（31）は、高圧流路（31a）と低圧流路（31b）とを有している。
第１過冷却熱交換器（31）は、高圧流路（31a）を流れる冷媒と、低圧流路（31b）を流れ
る冷媒とを熱交換させる。
【００５１】
　　第１導入路（32）の始端は、第１過冷却熱交換器（31）の高圧流路（31a）と室外膨
張弁（25）との間に接続される。第１導入路（32）の終端は、圧縮機（23）の吸入部と四
方切換弁（26）の第２ポートとの間に接続される。第１導入路（32）の途中には、第１過
冷却熱交換器（31）の低圧流路（31b）が接続される。
【００５２】
　　第１過冷却弁（33）は、第１導入路（32）における低圧流路（31b）の上流側に接続
される。第１過冷却弁（33）は、その開度が調節されることで、冷媒の圧力や流量を調節
する。第１過冷却弁（33）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００５３】
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　　四方切換弁（26）は、第１から第４までのポートを有する。四方切換弁（26）の第４
ポートは、中継回路（41）のガス中継管（43）と接続する。四方切換弁（26）は、第１状
態（図１の実線で示す状態）と第２状態（図１の破線で示す状態）とに切り換わる。第１
状態の四方切換弁（26）は、第１ポートと第３ポートとを連通させ且つ第２ポートと第４
ポートとを連通させる。第２状態の四方切換弁（26）は、第１ポートと第４ポートとを連
通させ且つ第２ポートと第３ポートとを連通させる。
【００５４】
　〈蓄熱ユニット〉
　　蓄熱ユニット（40）は、例えば室外に設置される。蓄熱ユニット（40）は、例えば室
外ユニット（20）に隣接している。蓄熱ユニット（40）は、冷媒が流れる中継回路（41）
と、蓄熱媒体が循環する蓄熱回路（70）とを有している。
【００５５】
　　〔中継回路〕
　　中継回路（41）は、室外回路（21）と室内回路（81）との間に接続される。中継回路
（41）は、液中継管（42）、ガス中継管（43）、及び冷媒側蓄熱回路（44）を有している
。
【００５６】
　　　［液中継管］
　　液中継管（42）の一端は、室外回路（21）の液端部に接続する。液中継管（42）の他
端は、室内回路（81）の液端部に接続する。液中継管（42）には、第１開閉弁（45）及び
第２過冷却部（46）が接続される。第１開閉弁（45）は、例えば開閉可能な電磁弁で構成
される。
【００５７】
　　第２過冷却部（46）は、液冷媒を冷却可能に構成される。第２過冷却部（46）は、第
２過冷却熱交換器（47）、第２導入路（48）、及び第２過冷却弁（49）を有している。
【００５８】
　　第２過冷却熱交換器（47）は、高圧流路（47a）と低圧流路（47b）とを有している。
第２過冷却熱交換器（47）は、高圧流路（47a）を流れる冷媒と、低圧流路（47b）を流れ
る冷媒とを熱交換させる。
【００５９】
　　第２導入路（48）の始端は、第２過冷却熱交換器（47）の高圧流路（47a）と第１開
閉弁（45）との間に接続される。第２導入路（48）の終端は、ガス中継管（43）に接続さ
れる。第２導入路（48）の途中には、第２過冷却熱交換器（47）の低圧流路（47b）が接
続される。
【００６０】
　　第２過冷却弁（49）は、第２導入路（48）における低圧流路（47b）の上流側に接続
される。第２過冷却弁（49）は、その開度が調節されることで、冷媒の圧力や流量を調節
する。第２過冷却弁（49）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００６１】
　　［ガス中継管］
　　ガス中継管（43）の一端は、室外回路（21）のガス端部に接続する。ガス中継管（43
）の他端は、室内回路（81）のガス端部に接続する。ガス中継管（43）には、その一端か
ら他端に向かって順に、冷媒側蓄熱回路（44）の主流路（50）、冷媒側蓄熱回路（44）の
補助流路（51）、及び第２導入路（48）が接続される。
【００６２】
　　　［冷媒側蓄熱回路］
　　冷媒側蓄熱回路（44）は、複数の室内回路（81）と並列になるように冷媒回路（11）
に接続される。冷媒側蓄熱回路（44）は、主流路（50）、補助流路（51）、第１バイパス
管（52）、及び第２バイパス管（53）を有している。
【００６３】
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　　主流路（50）の一端は、液中継管（42）における室外回路（21）の接続部と第１開閉
弁（45）の間に接続される。主流路（50）の他端は、ガス中継管（43）における補助流路
（51）の接続部と室外回路（21）の接続部との間に接続される。
【００６４】
　　主流路（50）には、その液端部からガス端部に向かって順に、予熱熱交換器（54）、
蓄熱膨張弁（55）、蓄熱熱交換器（56）、及び第２開閉弁（57）が接続される。
【００６５】
　　予熱熱交換器（54）は、冷媒回路（11）の冷媒側蓄熱回路（44）に接続される冷媒流
路（54a）と、蓄熱回路（70）に接続される蓄熱流路（54b）とを有する。予熱熱交換器（
54）は、冷媒流路（54a）を流れる冷媒と、蓄熱流路（54b）を流れる蓄熱媒体とを熱交換
させる。
【００６６】
　　蓄熱膨張弁（55）は、その開度が調節されることで、冷媒の圧力や流量を調節する。
蓄熱膨張弁（55）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００６７】
　　蓄熱熱交換器（56）は、冷媒回路（11）の冷媒側蓄熱回路（44）に接続される冷媒流
路（56a）と、蓄熱回路（70）に接続される蓄熱流路（56b）とを有する。蓄熱熱交換器（
56）は、冷媒流路（56a）を流れる冷媒と、蓄熱流路（56b）を流れる蓄熱媒体とを熱交換
させる。
【００６８】
　　第２開閉弁（57）は、例えば開閉可能な電磁弁で構成される。
【００６９】
　　補助流路（51）の一端は、蓄熱熱交換器（56）の冷媒流路（56a）と、第２開閉弁（5
7）の間に接続する。補助流路（51）の他端は、ガス中継管（43）に接続する。補助流路
（51）には、圧力調節弁（66）が接続される。圧力調節弁（66）は、その開度が調節され
ることで、冷媒の圧力や流量を調節する。蓄熱膨張弁（55）は、例えば電子膨張弁で構成
される。圧力調節弁（66）は、冷房蓄冷運転時に、蓄熱熱交換器（56）の冷媒流路（56a
）を流出した冷媒の圧力を調節する圧力調節機構を構成する。
【００７０】
　　第１バイパス管（52）及び第２バイパス管（53）は、主流路（50）における予熱熱交
換器（54）と蓄熱熱交換器（56）の間に接続される。第１バイパス管（52）及び第２バイ
パス管（53）は、蓄熱膨張弁（55）をバイパスするように構成される。
【００７１】
　　第１バイパス管（52）には、第３開閉弁（58）と第１逆止弁（59）とが接続される。
第３開閉弁（58）は、例えば開閉可能な電磁弁で構成される。第１逆止弁（59）は、予熱
熱交換器（54）側から蓄熱熱交換器（56）側へ向かう冷媒の流れを許容し、その逆の冷媒
の流れを禁止する。第２バイパス管（53）には、圧力逃がし弁（60）が接続される。
【００７２】
　　　［その他の配管］
　　中継回路（41）は、第３バイパス管（61）と分岐管（62）とを有している。
【００７３】
　　第３バイパス管（61）は、液中継管（42）に接続される。第３バイパス管（61）は、
第１開閉弁（45）をバイパスするように構成される。第３バイパス管（61）には、第２逆
止弁（63）が接続される。第２逆止弁（63）は、室内ユニット（80）側から室外ユニット
（20）側への冷媒の流れを許容し、その逆の冷媒の流れを禁止する。
【００７４】
　　分岐管（62）の一端は、液中液管（42）における第１開閉弁（45）と第２過冷却熱交
換器（47）との間に接続される。分岐管（62）の他端は、主流路（50）における蓄熱熱交
換器（56）と第２開閉弁（57）との間に接続される。分岐管（62）には、第４開閉弁（64
）と第３逆止弁（65）とが接続される。第４開閉弁（64）は、例えば開閉可能な電磁弁で
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構成される。第３逆止弁（65）は、冷媒側蓄熱回路（44）側から液中継管（42）側への冷
媒の流れを許容し、その逆の冷媒の流れを禁止する。
【００７５】
　　〔蓄熱回路〕
　　蓄熱回路（70）は、冷媒回路（11）と分離された閉回路である。蓄熱回路（70）では
、充填された蓄熱媒体（詳細は後述する）が循環する。蓄熱回路（70）には、蓄熱タンク
（71）及びポンプ（72）が接続される。
【００７６】
　　蓄熱タンク（71）は、蓄熱媒体を貯留する中空容器である。蓄熱タンク（71）の上部
には、流出管（73）が接続される。蓄熱タンク（71）の下部には、流入管（74）が接続さ
れる。ポンプ（72）は、蓄熱回路（70）の蓄熱媒体を搬送して循環させる。
【００７７】
　　蓄熱熱交換器（56）の蓄熱流路（56b）は、ポンプ（72）と流入管（74）との間に接
続される。予熱熱交換器（54）の蓄熱流路（54b）は、流出管（73）とポンプ（72）との
間に接続される。
【００７８】
　　蓄熱回路（70）に充填される蓄熱媒体について詳細に説明する。蓄熱媒体には、冷却
によって包接水和物が生成される蓄熱材、即ち流動性を有する蓄熱材が採用される。蓄熱
媒体の具体例としては、臭化テトラｎブチルアンモニウムを含有する臭化テトラｎブチル
アンモニウム（TBAB：Tetra Butyl Ammonium Bromide）水溶液、トリメチロールエタン（
TME：Trimethylolethane）水溶液、パラフィン系スラリーなどが挙げられる。例えば、臭
化テトラｎブチルアンモニウム水溶液は、安定的に冷却されて当該水溶液の温度が水和物
生成温度よりも低くなった過冷却状態でもその水溶液の状態を維持するが、この過冷却状
態にて何らかのきっかけが与えられると、過冷却の溶液が包接水和物を含んだ溶液（即ち
水和物スラリー）へと遷移する。即ち、臭化テトラｎブチルアンモニウム水溶液は、過冷
却状態を解消して、臭化テトラｎブチルアンモニウムと水分子とからなる包接水和物（水
和物結晶）が生成されて粘性の比較的高いスラリー状となる。ここで、過冷却状態とは、
蓄熱媒体が水和物生成温度以下の温度となっても包接水和物が生成されずに溶液の状態を
保っている状態を言う。逆に、スラリー状となっている臭化テトラｎブチルアンモニウム
水溶液は、加熱により当該水溶液の温度が水和物生成温度よりも高くなると、包接水和物
が融解して流動性の比較的高い液状態（溶液）となる。
【００７９】
　本実施形態では、上記蓄熱媒体として、臭化テトラｎブチルアンモニウムを含有する臭
化テトラｎブチルアンモニウム水溶液を採用している。特に、上記蓄熱媒体は、調和濃度
の近傍の濃度を有する媒体であることが好ましい。本実施形態では、調和濃度を約４０％
とする。この場合の臭化テトラｎブチルアンモニウム水溶液の水和物生成温度は、約１２
℃である。
【００８０】
　〈室内ユニット〉
　　複数の室内ユニット（80）は、室内に設置される。複数の室内ユニット（80）は、室
内回路（81）と室内ファン（82）とをそれぞれ有している。各室内回路（81）には、その
液端部からガス端部に向かって順に、室内膨張弁（83）と室内熱交換器（84）とが接続さ
れる。
【００８１】
　　室内膨張弁（83）は、その開度が調節されることで、冷媒の圧力や流量を調節する。
室内膨張弁（83）は、例えば電子膨張弁で構成される。
【００８２】
　　室内熱交換器（84）は、例えばクロスフィンアンドチューブ式に構成される。室内熱
交換器（84）の近傍には、室内ファン（82）が設置される。室内熱交換器（84）では、室
内ファン（82）が搬送する空気と冷媒とが熱交換する。
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【００８３】
　　厳密には、複数の室内ユニット（80）は、第１から第３までの室内ユニット（80a,80
b,80c）で構成される。第１室内ユニット（80a）は、第１の室内膨張弁（83a）及び第１
の室内熱交換器（84a）を有している。第２室内ユニット（80b）は、第２の室内膨張弁（
83b）及び第２の室内熱交換器（84b）を有している。第３室内ユニット（80c）は、第３
の室内膨張弁（83c）及び第３の室内熱交換器（84c）を有している。
【００８４】
　〈センサ〉
　　蓄熱式空気調和機（10）は、各種のセンサを備えている。
【００８５】
　　室外回路（21）には、吐出圧力センサ（91）及び吸入圧力センサ（92）が接続される
。吐出圧力センサ（91）は、圧縮機（23）の吐出側の冷媒の圧力を検出する。吸入圧力セ
ンサ（92）は、圧縮機（23）の吸入側の冷媒の圧力を検出する。この冷媒の圧力に相当す
る飽和温度は、冷媒回路（11）のいわゆるシステムの蒸発温度Ｔe-sとなる。つまり、吸
入圧力センサ（92）は、システム蒸発温度Ｔe-sを検出するシステム蒸発温度検出部を構
成する。
【００８６】
　　中継回路（41）の主流路（50）には、第１中間温度センサ（93）及び第２中間温度セ
ンサ（94）が設けられる。第１中間温度センサ（93）は、例えば蓄熱膨張弁（55）と蓄熱
熱交換器（56）の間に設けられる。第２中間温度センサ（94）は、蓄熱熱交換器（56）の
流出部に設けられる。
【００８７】
　　第１中間温度センサ（93）は、少なくとも冷房蓄冷運転において、蓄熱熱交換器（56
）で蒸発する冷媒の温度を検出する。つまり、第１中間温度センサ（93）は、蓄熱熱交換
器（56）の冷媒の蒸発温度Ｔe-aを検出するための蓄熱側蒸発温度検出部を構成する。
【００８８】
　　第２中間温度センサ（94）は、少なくとも冷房蓄冷運転において、蓄熱熱交換器（56
）で蒸発した後の冷媒の温度Ｔp-aを検出する。従って、上記蒸発温度Ｔe-aから温度Ｔp-
aを引いた値は、蓄熱熱交換器（56）を通過した直後の冷媒の過熱度ΔＴsh-aとなる。つ
まり、第１中間温度センサ（93）及び第２中間温度センサ（94）は、蓄熱熱交換器（56）
を流出した冷媒の過熱度ΔＴsh-a（蓄熱側過熱度）を検出するための蓄熱側過熱度検出部
を構成する。
【００８９】
　　蓄熱回路（70）には、第１蓄熱温度センサ（95）及び第２蓄熱温度センサ（96）が設
けられる。第１蓄熱温度センサ（95）は、蓄熱タンク（71）の流出管（73）と予熱熱交換
器（54）との間に設けられる。第２蓄熱温度センサ（96）は、蓄熱タンク（71）の流入管
（74）と蓄熱熱交換器（56）との間に設けられる。
【００９０】
　　第１蓄熱温度センサ（95）は、蓄熱タンク（71）から流出した蓄熱媒体の温度Ｔa1を
検出する。つまり、第１蓄熱温度センサ（95）は、実質的には、蓄熱タンク（71）内の蓄
熱媒体の温度を検出するタンク温度検出部を構成する。
【００９１】
　　第２蓄熱温度センサ（96）は、蓄熱熱交換器（56）で冷却された直後の蓄熱媒体の温
度Ｔa2を検出する。つまり、第２蓄熱温度センサ（96）は、蓄熱熱交換器（56）の蓄熱流
路（56b）の出口部の蓄熱媒体の温度を検出する出口温度検出部を構成する。
【００９２】
　　各室内回路（81）には、それぞれ第１室内温度センサ（97）及び第２室内温度センサ
（98）が設けられる。第１室内温度センサ（97）は、室内膨張弁（83）と室内熱交換器（
84）との間に設けられる。第２室内温度センサ（98）は、室内熱交換器（84）の流出部に
設けられる。
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【００９３】
　　第１室内温度センサ（97）は、少なくとも冷房蓄冷運転において、室内熱交換器（84
）で蒸発する冷媒の温度を検出する。つまり、第１室内温度センサ（97）は、室内熱交換
器（84）の冷媒の蒸発温度Ｔe-rを検出するための室内側蒸発温度検出部を構成する。
【００９４】
　　本例において厳密にいうと、この蒸発温度Ｔe-rは、第１室内熱交換器（84a）に対応
する第１室内側蒸発温度Ｔe-r1と、第２室内熱交換器（84b）に対応する第２室内側蒸発
温度Ｔe-r2と、第３室内熱交換器（84c）に対応する第３室内側蒸発温度Ｔe-r3とがある
。
【００９５】
　　第２室内温度センサ（98）は、少なくとも冷房蓄冷運転において、室内熱交換器（84
）で蒸発した後の冷媒の温度Ｔp-rを検出する。従って、上記蒸発温度Ｔe-rから温度Ｔp-
rを引いた値は、室内熱交換器（84）を通過した直後の冷媒の過熱度ΔＴsh-rとなる。つ
まり、第１室内温度センサ（97）及び第２室内温度センサ（98）は、室内熱交換器（84）
を流出した冷媒の過熱度ΔＴsh-rを検出するための室内側過熱度検出部を構成する。
【００９６】
　　本例において厳密にいうと、過熱度ΔＴsh-rは、第１室内熱交換器（84a）に対応す
る第１室内側過熱度ΔＴsh-r1と、第２室内熱交換器（84b）に対応する第２室内側過熱度
ΔＴsh-r2と、第３室内熱交換器（84c）に対応する第３室内側過熱度ΔＴsh-r3とがある
。
【００９７】
　　上述した、システム蒸発温度検出部、蓄熱側蒸発温度検出部、蓄熱側過熱度検出部、
タンク温度検出部、出口温度検出部、室内側蒸発温度検出部、室内側過熱度検出部におい
ては、他のセンサの種類、他の検出位置、他の算出方法を採用してもよい。
【００９８】
　〈制御部〉
　　蓄熱式空気調和機（10）は、制御部（100）を備えている。制御部（100）について図
２を参照しながら説明する。図２は、蓄熱式空気調和機（10）のシステム構成を示すブロ
ック図である。制御部（100）は、室内制御部（110）、蓄熱制御部（120）、及び室外制
御部（130）を有している。
【００９９】
　　〔室内制御部〕
　　室内制御部（110）は、室内ユニット（80）に設けられる。本例の室内制御部（110）
は、各室内ユニット（80）に対応して１つずつ設けられる。室内ユニット（80）は、例え
ばメモリ及び演算装置を有しており、室内ユニット（80）を制御する。各室内制御部（11
0）は、温度設定部（111）、室内側出力部（112）、及び室内側弁制御部（113）をそれぞ
れ有している。
【０１００】
　　温度設定部（111）には、室内ユニット（80）毎の室内の目標温度が設定温度Ｔsetと
して入力される。この設定温度Ｔsetは、例えばユーザがリモートコントローラを操作す
ることで決定される。本例において厳密にいうと、第１室内ユニット（80a）の温度設定
部（111）には、第１設定温度Ｔset1が入力される。第２室内ユニット（80b）の温度設定
部（111）には、第２設定温度Ｔset2が入力される。第３室内ユニット（80c）の温度設定
部（111）には、第３設定温度Ｔset3が入力される。
【０１０１】
　　各室内側出力部（112）は、各温度設定部（111）に入力された設定温度に関する信号
を室外制御部（130）へそれぞれ出力する。これらの設定温度は、複数の室内ユニット（8
0）全体の蒸発温度の目標値（室内側目標蒸発温度Ｔo-r）を決定するための指標となる。
この室内側目標蒸発温度Ｔo-rは、室内熱交換器（84）の蒸発温度の目標値を示す指標（
室内側目標値）である。また、この設定温度は、冷媒回路（11）のシステムの蒸発温度の
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目標値（システム側目標蒸発温度Ｔo-s）を決定するための指標となる。
【０１０２】
　　室内側弁制御部（113）は、各室内膨張弁（83）の開度を制御する。室内側弁制御部
（113）は、少なくとも冷房蓄冷運転において、各室内膨張弁（83）を過熱度制御する。
つまり、第１室内膨張弁（83a）の開度は、第１室内熱交換器（84a）に対応する第１室内
側過熱度ΔＴsh-r1が所定の目標値となるように調節される。第２室内膨張弁（83b）の開
度は、第２室内熱交換器（84b）に対応する第２室内側過熱度ΔＴsh-r2が所定の目標値と
なるように調節される。第３室内膨張弁（83c）の開度は、第３室内熱交換器（84c）に対
応する第３室内側過熱度ΔＴsh-r3が所定の目標値となるように調節される。
【０１０３】
　　〔蓄熱制御部〕
　　蓄熱制御部（120）は、蓄熱ユニット（40）に設けられる。蓄熱制御部（120）は、例
えばメモリ及び演算装置を有しており、蓄熱ユニット（40）を制御する。本例の蓄熱制御
部（120）は、目標値設定部（121）、蓄熱側出力部（122）、及び蓄熱側弁制御部（123）
を有している。
【０１０４】
　　目標値設定部（121）には、蓄熱熱交換器（56）の蒸発温度の目標値（蓄熱側目標蒸
発温度Ｔo-a）が設定される。この蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aは、蓄熱熱交換器（56）の蒸
発温度の目標値を示す指標（蓄熱側目標値）である。本例では、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-
aとして、第１蒸発温度Ｔo-a1（第１値）と、第２蒸発温度Ｔo-a2（第２値）とが設定さ
れる。第１蒸発温度Ｔo-a1は、第２蒸発温度Ｔo-a2よりも所定温度だけ低い。
【０１０５】
　　蓄熱側出力部（122）は、蓄熱側目標蒸発温度に関する信号（例えば上記第１蒸発温
度Ｔo-a1及び第１蒸発温度Ｔo-a2）を室外制御部（130）へそれぞれ出力する。この蓄熱
側目標蒸発温度は、システム側目標蒸発温度Ｔo-sを決定するための指標となる。
【０１０６】
　　蓄熱側弁制御部（123）は、蓄熱膨張弁（55）の開度を制御する。蓄熱側弁制御部（1
23）は、少なくとも冷房蓄冷運転において、蓄熱膨張弁（55）を過熱度制御する。つまり
、蓄熱膨張弁（55）の開度は、蓄熱熱交換器（56）の蓄熱側過熱度ΔＴsh-aが所定の目標
値となるように制御する。
【０１０７】
　　〔室外制御部〕
　　室外制御部（130）は、室外ユニット（20）に設けられる。室外制御部（130）は、例
えばメモリ及び演算装置を有しており、室外ユニット（20）を制御する。室外ユニット（
20）は、入力部（131）、蒸発温度決定部（132）、及び圧縮機制御部（133）を有してい
る。
【０１０８】
　　入力部（131）には、室内側出力部（112）から出力される信号、及び蓄熱側出力部（
122）から出力される信号が入力される。このような信号の授受は、無線又は有線式の通
信手段によって実現される。
【０１０９】
　　蒸発温度決定部（132）は、入力部（131）に入力された信号に基づいて、冷媒回路（
11）のシステムの蒸発温度の目標値Ｔo-sを決定する。
【０１１０】
　　蒸発温度決定部（132）は、冷房蓄冷運転において、室内ユニット（80）から出力さ
れた設定温度Ｔ-setに基づいて、室内側目標蒸発温度Ｔo-rを算出する（詳細は後述する
）。
【０１１１】
　　蒸発温度決定部（132）は、室内側目標蒸発温度Ｔo-rと蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aと
を比較する。具体的には、蒸発温度決定部（132）は、冷房蓄冷運転において、室内側目
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標蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよりも低いと、システム側目標蒸発温度Ｔo-
sをＴo-rとする。一方、蒸発温度決定部（132）は、冷房蓄冷運転において、室内側目標
蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよりも高いと、システム側目標蒸発温度Ｔo-s
をＴo-aとする。なお、蒸発温度決定部（132）は、冷房蓄冷運転において、室内側目標蒸
発温度Ｔo-rと蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aとが等しいときには、システム側目標蒸発温度Ｔ
o-sを、Ｔo-r及びＴo-aのいずれかとする。
【０１１２】
　　圧縮機制御部（133）は、圧縮機（23）の回転数を制御する。これにより、冷媒回路
（11）の冷媒の循環量が調節可能となる。ひいては、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度
が調節可能となる。
【０１１３】
　　圧縮機制御部（133）は、冷房蓄冷運転において、冷媒回路（11）のシステム蒸発温
度Ｔe-sが、蒸発温度決定部（132）で決定したシステム側目標蒸発温度Ｔo-sに近づくよ
うに、圧縮機（23）の回転数を調節する。
【０１１４】
　－運転動作－
　　蓄熱式空気調和機（10）の基本的な運転動作について説明する。蓄熱式空気調和機（
10）は、単純冷房運転、単純暖房運転、蓄冷運転、利用冷房運転、及び冷房蓄冷運転を行
う。
【０１１５】
　　〈単純冷房運転〉
　　図３示す単純冷房運転では、蓄熱回路（70）が停止状態となり、室内ユニット（80）
が室内の冷房を行う。単純冷房運転では、室外熱交換器（24）が凝縮器となり、各室内熱
交換器（84）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。
【０１１６】
　　具体的に、単純冷房運転では、四方切換弁（26）が第１状態になる。第２開閉弁（57
）、第３開閉弁（58）、及び第４開閉弁（64）が閉状態に、第１開閉弁（45）が開状態に
なる。室外膨張弁（25）が全開状態に、蓄熱膨張弁（55）、第２過冷却弁（49）、及び圧
力調節弁（66）が全閉状態になる。第１過冷却弁（33）及び室内膨張弁（83）の開度が適
宜調節される。圧縮機（23）、室外ファン（22）、及び室内ファン（82）が運転状態とな
る。蓄熱回路（70）のポンプ（72）は停止状態となる。
【０１１７】
　　圧縮機（23）から吐出された冷媒は、室外熱交換器（24）を流れる。室外熱交換器（
24）では、冷媒が室外空気へ放熱して凝縮する。凝縮した冷媒のほとんどは、第１過冷却
熱交換器（31）の高圧流路（31a）を流れる。凝縮した冷媒の残りは、第１過冷却弁（33
）で減圧された後、第１過冷却熱交換器（31）の低圧流路（31b）を流れる。第１過冷却
熱交換器（31）では、低圧流路（31b）の冷媒が高圧流路（31a）の冷媒から吸熱して蒸発
する。これにより、高圧流路（31a）の液冷媒が冷却される。低圧流路（31b）で蒸発した
冷媒は、圧縮機（23）に吸入される。
【０１１８】
　　第１過冷却熱交換器（31）で冷却された冷媒は、液中継管（42）を流れ、各室内回路
（81）へ分流する。各室内回路（81）に流入した冷媒は、各室内膨張弁（83）で減圧され
た後、各室内熱交換器（84）を流れる。各室内熱交換器（84）では、冷媒が室内空気から
吸熱して蒸発する。これにより、室内の冷房が行われる。
【０１１９】
　　各室内熱交換器（84）で蒸発した冷媒は、ガス中継管（43）で合流した後、圧縮機（
23）に吸入されて再び圧縮される。
【０１２０】
　　〈単純暖房運転〉
　　図４に示す単純暖房運転では、蓄熱回路（70）が停止状態となり、室内ユニット（80
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）が室内の暖房を行う。単純暖房運転では、室内熱交換器（84）が凝縮器となり、室外熱
交換器（24）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。
【０１２１】
　　具体的に、単純暖房運転では、四方切換弁（26）が第２状態になる。第１開閉弁（45
）、第２開閉弁（57）、第３開閉弁（58）、及び第４開閉弁（64）が閉状態になる。第１
過冷却弁（33）、蓄熱膨張弁（55）、第２過冷却弁（49）、及び圧力調節弁（66）が全閉
状態になる。室外膨張弁（25）及び室内膨張弁（83）の開度が適宜調節される。圧縮機（
23）、室外ファン（22）、及び室内ファン（82）が運転状態となる。蓄熱回路（70）のポ
ンプ（72）は停止状態となる。
【０１２２】
　　圧縮機（23）から吐出された冷媒は、ガス中継管（43）を流れ、各室内回路（81）へ
分流する。各室内回路（81）に流入した冷媒は、各室内熱交換器（84）を流れる。各室内
熱交換器（84）では、冷媒が室内空気へ放熱する。これにより、室内の暖房が行われる。
【０１２３】
　　各室内熱交換器（84）で凝縮した冷媒は、液中継管（42）で合流し、室外膨張弁（25
）で減圧された後、圧縮機（23）に吸入されて再び圧縮される。
【０１２４】
　　〈蓄冷運転〉
　　図５に示す蓄冷運転では、蓄熱回路（70）で冷熱を蓄える動作が行われ、室内ユニッ
ト（80）が停止状態となる。蓄冷運転では、室外熱交換器（24）が凝縮器となり、予熱熱
交換器（54）が放熱器となり、蓄熱熱交換器（56）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われ
る。
【０１２５】
　　具体的に、蓄冷運転では、四方切換弁（26）が第１状態になる。第１開閉弁（45）、
第３開閉弁（58）、及び第４開閉弁（64）が閉状態に、第２開閉弁（57）が開状態になる
。室外膨張弁（25）が全開状態に、第１過冷却弁（33）、第２過冷却弁（49）、圧力調節
弁（66）、及び室内膨張弁（83）が全閉状態になる。蓄熱膨張弁（55）の開度が適宜調節
される。圧縮機（23）及び室外ファン（22）が運転状態となる。蓄熱回路（70）のポンプ
（72）は運転状態となる。
【０１２６】
　　圧縮機（23）から吐出された冷媒は、室外熱交換器（24）を流れる。室外熱交換器（
24）では、冷媒が室外空気へ放熱して凝縮する。凝縮した冷媒は、予熱熱交換器（54）の
冷媒流路（54a）を流れる。予熱熱交換器（54）では、冷媒流路（54a）の冷媒が蓄熱流路
（54b）の蓄熱媒体へ放熱する。これにより、蓄熱タンク（71）から流出した蓄熱媒体中
の包接水和物の核が融解する。
【０１２７】
　　予熱熱交換器（54）で冷却された冷媒は、蓄熱膨張弁（55）で減圧された後、蓄熱熱
交換器（56）の冷媒流路（56a）を流れる。蓄熱熱交換器（56）では、冷媒流路（56a）の
冷媒が蓄熱流路（56b）の蓄熱媒体から吸熱して蒸発する。これにより、蓄熱媒体が冷却
される。冷却された蓄熱媒体は、蓄熱タンク（71）に貯留される。
【０１２８】
　　蓄熱熱交換器（56）で蒸発した冷媒は、圧縮機（23）に吸入されて再び圧縮される。
【０１２９】
　　〈利用冷房運転〉
　　図６に示す利用冷房運転では、蓄熱回路（70）の蓄熱媒体の冷熱が冷媒に付与される
動作が行われ、室内ユニット（80）が冷房を行う。利用冷房運転では、室外熱交換器（24
）が凝縮器となり、予熱熱交換器（54）及び蓄熱熱交換器（56）が放熱器となり、室内熱
交換器（84）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。
【０１３０】
　　具体的に、利用冷房運転では、四方切換弁（26）が第１状態になる。第１開閉弁（45
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）及び第２開閉弁（57）が閉状態に、第３開閉弁（58）及び第４開閉弁（64）が開状態に
なる。室外膨張弁（25）及び蓄熱膨張弁（55）が全開状態に、第１過冷却弁（33）及び圧
力調節弁（66）が全閉状態になる。第２過冷却弁（49）及び室内膨張弁（83）の開度が適
宜調節される。圧縮機（23）、室外ファン（22）、及び室内ファン（82）が運転状態とな
る。蓄熱回路（70）のポンプ（72）は停止状態となる。
【０１３１】
　　圧縮機（23）から吐出された冷媒は、室外熱交換器（24）を流れる。室外熱交換器（
24）では、冷媒が室外空気へ放熱して凝縮する。凝縮した冷媒は、予熱熱交換器（54）の
冷媒流路（54a）を流れる。予熱熱交換器（54）では、冷媒流路（54a）の冷媒が蓄熱流路
（54b）の蓄熱媒体へ放熱する。これにより、予熱熱交換器（54）で冷媒が冷却される。
【０１３２】
　　冷却された冷媒は、蓄熱熱交換器（56）の冷媒流路（56a）を流れる。蓄熱熱交換器
（56）では、冷媒流路（56a）の冷媒が蓄熱流路（56b）の蓄熱媒体へ放熱する。これによ
り、蓄熱熱交換器（56）で冷媒が冷却される。
【０１３３】
　　冷媒側蓄熱回路（44）で冷却された冷媒は、液中継管（42）を流れ、各室内回路（81
）へ分流する。各室内回路（81）に流入した冷媒は、各室内膨張弁（83）で減圧された後
、各室内熱交換器（84）を流れる。各室内熱交換器（84）では、冷媒が室内空気から吸熱
して蒸発する。これにより、室内の冷房が行われる。
【０１３４】
　　各室内熱交換器（84）で蒸発した冷媒は、ガス中継管（43）で合流した後、圧縮機（
23）に吸入されて再び圧縮される。
【０１３５】
　　〈冷房蓄冷運転〉
　　図７に示す冷房蓄冷運転では、蓄熱タンク（71）の蓄熱媒体に冷熱が蓄積されながら
、室内の冷房が行われる。冷房蓄冷運転では、室外熱交換器（24）が凝縮器となり、蓄熱
熱交換器（56）及び室内熱交換器（84）が蒸発器となる冷凍サイクルが行われる。
【０１３６】
　　具体的に、冷房蓄冷運転では、四方切換弁（26）が第１状態になる。第３開閉弁（58
）及び第４開閉弁（64）が閉状態に、第１開閉弁（45）が開状態になる。室外膨張弁（25
）が全開状態に、第１過冷却弁（33）が全閉状態になる。蓄熱膨張弁（55）、第２過冷却
弁（49）、及び室内膨張弁（83）の開度が適宜調節される。
【０１３７】
　　なお、冷房蓄冷運転では、後述する第１制御動作において、圧力調節弁（66）の開度
が適宜調節される、第２開閉弁（57）は閉状態となる。第１制御動作において、第２開閉
弁（57）を開状態としてもよい。冷房蓄冷運転では、後述する第２制御動作において、圧
力調節弁（66）が例えば全開状態となり、第２開閉弁（57）が開状態となる。
圧縮機（23）、室外ファン（22）、及び室内ファン（82）が作動する。蓄熱回路（70）の
ポンプ（72）は運転状態となる。なお、冷房蓄冷運転において、第２開閉弁（57）を開状
態としてもよい。
【０１３８】
　　圧縮機（23）から吐出された冷媒は、室外熱交換器（24）を流れる。室外熱交換器（
24）では、冷媒が室外空気へ放熱して凝縮する。凝縮した冷媒の一部は、冷媒側蓄熱回路
（44）に分流し、予熱熱交換器（54）の冷媒流路（54a）を流れる。予熱熱交換器（54）
では、冷媒流路（54a）の冷媒が蓄熱流路（54b）の蓄熱媒体へ放熱する。これにより、蓄
熱タンク（71）から流出した蓄熱媒体中の包接水和物の核が融解する。
【０１３９】
　　予熱熱交換器（54）で冷却された冷媒は、蓄熱膨張弁（55）で減圧された後、蓄熱熱
交換器（56）の冷媒流路（56a）を流れる。蓄熱熱交換器（56）では、冷媒流路（56a）の
冷媒が蓄熱流路（56b）の蓄熱媒体から吸熱して蒸発する。これにより、蓄熱媒体が冷却
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される。冷却された蓄熱媒体は、蓄熱タンク（71）に貯留される。冷媒側蓄熱回路（44）
の冷媒は、補助流路（51）の圧力調節弁（66）を通過し、ガス中継管（43）へ流出する。
【０１４０】
　　室外熱交換器（24）で凝縮した冷媒の一部は、液中継管（42）を流れ、各室内回路（
81）へ分流する。各室内回路（81）に流入した冷媒は、各室内膨張弁（83）で減圧された
後、各室内熱交換器（84）を流れる。各室内熱交換器（84）では、冷媒が室内空気から吸
熱して蒸発する。これにより、室内の冷房が行われる。
【０１４１】
　　各室内熱交換器（84）で蒸発した冷媒は、蓄熱熱交換器（56）で蒸発した冷媒とガス
中継管（43）で合流した後、圧縮機（23）に吸入されて再び圧縮される。
【０１４２】
　－冷房蓄冷運転の詳細な動作－
　　上述した冷房蓄冷運転時の詳細な動作について説明する。
【０１４３】
　〈第１制御動作及び第２制御動作〉
　　まず、冷房蓄冷運転の第１制御動作、及び第２制御動作について、図２及び図８を参
照しながら説明する。図８は、冷房蓄冷運転の制御動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【０１４４】
　　冷房蓄冷運転中には、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度Ｔe-sが、目標値（システ
ム側目標蒸発温度Ｔo-s）に近づくように、制御部（100）が冷媒回路（11）を制御する。
【０１４５】
　　ステップＳｔ１において、蒸発温度決定部（132）は、入力部（131）に入力された信
号に基づきシステム室内側目標蒸発温度Ｔo-sを決定する。具体的に、入力部（131）には
、第１室内ユニット（80a）に対応する第１目標設定温度Ｔset1と、第２室内ユニット（8
0b）に対応する第２目標設定温度Ｔset2と、第３室内ユニット（80c）に対応する第３目
標設定温度Ｔset3とが入力される。蒸発温度決定部（132）は、これらの設定温度のうち
最も低い設定温度Ｔset-minを求める。この最も低い設定温度Ｔset-minに対応する室内ユ
ニット（80）（室内熱交換器（84））の目標とする蒸発温度を算出する。この蒸発温度が
室内側目標蒸発温度Ｔo-rとなる。
【０１４６】
　　ここで、この室内側目標蒸発温度Ｔo-rは、室内ユニット（80）で必要とされる冷房
能力（例えば室内温度と設定温度との差）、室内ユニット（80）の設定温度（設定温度Ｔ
set-min）、室内ユニット（80）の設定湿度、室内の環境情報（例えば内部発熱負荷）、
室内ユニット（80）の過去の運転履歴、室内ユニット（80）に対応する連絡配管の長さ（
圧力損失）等を指標として算出される。
【０１４７】
　　ステップＳｔ２において、蒸発温度決定部（132）は、入力部（131）に入力された信
号に基づき蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを決定する。具体的に、入力部（131）には、例えば
第１蒸発温度Ｔo-a1又は第２蒸発温度Ｔo-a2が入力される。ここで、第１蒸発温度Ｔo-a1
は、冷房蓄冷運転の冷却動作（詳細は後述する）が実行されているときの、蓄熱熱交換器
（56）の目標とする蒸発温度である。従って、冷却動作中であれば、蒸発温度決定部（13
2）は、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを第１蒸発温度Ｔo-a1とする。
【０１４８】
　　第２蒸発温度Ｔo-a2は、冷房蓄冷運転の急冷動作（詳細は後述する）が実行されてい
るときの、蓄熱熱交換器（56）の目標とする蒸発温度である。従って、急冷動作中であれ
ば、蒸発温度決定部（132）は、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを第２蒸発温度Ｔo-a2とする。
【０１４９】
　　ステップＳｔ３において、蒸発温度決定部（132）は、ステップＳｔ１で決定した室
内側目標蒸発温度Ｔo-rと、ステップＳｔ２で決定した蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aとを比較
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する。ステップＳｔ３において、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよ
りも低いときには、ステップＳｔ４に移行し、第１制御動作が実行される。
【０１５０】
　　第１制御動作では、システム側目標蒸発温度Ｔo-sが、室内側目標蒸発温度Ｔo-rとな
る。そして、圧縮機制御部（133）は、検出したシステム蒸発温度Ｔe-sが、システム側目
標蒸発温度Ｔo-s（即ち、室内側目標蒸発温度Ｔo-r）に近づくように、圧縮機（23）の回
転数（運転周波数）を調節する。これにより、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度Ｔe-s
が、室内側目標蒸発温度Ｔo-rに維持される。
【０１５１】
　　また、第１制御動作では、室内側弁制御部（113）が、室内膨張弁（83）の開度を過
熱度制御する。同時に、蓄熱側弁制御部（123）は、蓄熱膨張弁（55）の開度を過熱度制
御する。
【０１５２】
　　加えて、蓄熱側弁制御部（123）は、第１制御動作において、圧力調節弁（66）の開
度を調節する。具体的には、蓄熱側弁制御部（123）は、蓄熱熱交換器（56）の蒸発温度
Ｔe-aが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aに近づくように、圧力調節弁（66）の開度を制御する
。これにより、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度Ｔe-sを室内側目標蒸発温度Ｔo-rに維
持しつつ、蓄熱熱交換器（56）の蒸発温度Ｔe-aがＴo-aを下回ってしまうことも回避でき
る。
【０１５３】
　　一方、ステップＳｔ３において、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aが室内側目標蒸発温度Ｔo
-rよりも低いときには、ステップＳｔ６へ移行し、第２制御動作が実行される。第２制御
動作では、システム側目標蒸発温度Ｔo-sが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aとなる。そして、
圧縮機制御部（133）は、検出したシステム蒸発温度Ｔe-sが、システム側目標蒸発温度Ｔ
o-s（即ち、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-a）に近づくように、圧縮機（23）の回転数（運転周
波数）を調節する。これにより、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度Ｔe-sが、蓄熱側目
標蒸発温度Ｔo-aに維持される。
【０１５４】
　　また、第２制御動作では、室内側弁制御部（113）が、室内膨張弁（83）の開度を過
熱度制御する。同時に、蓄熱側弁制御部（123）は、蓄熱膨張弁（55）の開度を過熱度制
御する。
【０１５５】
　　以上のように、冷房蓄冷運転では、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが、蓄熱側目標蒸発温
度Ｔo-aよりも低いときには、システム蒸発温度Ｔe-sが室内側目標蒸発温度Ｔo-rに近づ
くように、圧縮機（23）の回転数が制御される（第１制御動作）。このため、システム蒸
発温度Ｔe-sが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを上回ることを回避でき、ひいては蓄熱熱交換
器（56）の蒸発温度Ｔe-aが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを上回ることを回避できる。従っ
て、冷房蓄冷運転において、蓄熱媒体を所望とする温度まで冷却できる。
【０１５６】
　　第１制御動作では、圧力調節弁（66）の開度を調節することで、蓄熱熱交換器（56）
の蒸発温度Ｔe-aを蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aに維持できる。このため、蓄熱熱交換器（56
）での蓄熱媒体の冷却能力が過剰となることも回避できる。
【０１５７】
　　また、冷房蓄冷運転では、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよ
りも高いときには、システム蒸発温度Ｔe-sが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aに近づくように、
圧縮機（23）の回転数が制御される（第２制御動作）。このため、システム蒸発温度Ｔe-
sが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを上回ることを回避でき、ひいては蓄熱熱交換器（56）の
蒸発温度Ｔe-aが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを上回ることを回避できる。
【０１５８】
　　第２制御動作では、室内膨張弁（83）の開度が過熱度制御される。このため、第２制
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御動作では、室内膨張弁（83）の開度が絞り気味となり、各室内熱交換器（84）を流れる
冷媒の流量が少なくなる。この結果、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを目標値として圧縮機（2
3）の回転数を制御したとしても、各室内ユニット（80）の冷房能力が過剰となってしま
うことを防止できる。
【０１５９】
　〈冷却動作及び急冷動作〉
　　次いで、冷房蓄冷運転時の冷却動作及び急冷動作について図９を参照しながら説明す
る。図９は、冷房蓄冷運転における冷却動作及び急冷動作のタイムチャートである。なお
、冷却動作及び急冷動作のいずれの動作においても、図８に示す制御が実行される。
【０１６０】
　　蓄熱冷却運転が実行されると、まず、冷却動作が行われる。
【０１６１】
　　冷却動作（第１動作）は、室内の冷房を行いながら、蓄熱熱交換器（56）から流出す
る蓄熱媒体の温度Ｔa2を水和物生成温度未満の所定温度（例えば第１温度Ｔp1）まで冷却
する動作である。ここで、例えばこの所定温度Ｔp1は、蓄熱媒体の水和物生成温度（例え
ば１２℃）未満の所定温度（例えば９℃）に設定される。つまり、冷却動作では、蓄熱媒
体に所定温度の過冷却度（例えば３℃）がつくように、蓄熱媒体が冷却される。
【０１６２】
　　冷却動作では、蓄熱タンク（71）の蓄熱媒体の温度をＴp1まで冷却するための蓄熱熱
交換器（56）の蒸発温度の目標値（蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-a）として、第１蒸発温度Ｔo
-a1が用いられる。即ち、冷却動作では、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aが比較的高い温度とな
る。
【０１６３】
　　冷却動作において、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよりも低い
ときには、上述の第１制御動作が行われる。従って、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度
Ｔe-sは室内側目標蒸発温度Ｔo-rに収束する。この第１制御動作では、蓄熱熱交換器（56
）の蒸発温度が蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aに近づくように圧力調節弁（66）の開度が調節
される。このため、冷却動作において、蓄熱媒体の温度が過剰に低下することはない。
【０１６４】
　　冷却動作において、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよりも高い
ときには、上述の第２制御動作が行われる。
【０１６５】
　　冷却動作が継続して行われると、蓄熱タンク（71）内の蓄熱媒体の温度が徐々に低く
なり、蓄熱タンク（71）の流出側の蓄熱媒体の温度Ｔa1も低くなっていく。この温度Ｔa1
が所定温度Ｔp3に達すると、冷却動作が終了し、急冷動作が実行される。この所定温度Ｔ
p2は、蓄熱熱交換器（56）から流出する蓄熱媒体の温度Ｔa2が所定温度Ｔp2に至るような
値に設定される。
【０１６６】
　　急冷動作（第２動作）は、室内の冷房を行いながら、蓄熱熱交換器（56）から流出す
る蓄熱媒体の温度Ｔa2を、冷却動作の終了時の温度よりも更に低い所定温度まで急激に低
下させる動作である。ここで、この所定温度Ｔp2は、例えば第１温度（＝９℃）よりも低
い第２温度（＝６℃）に設定される。
【０１６７】
　　急冷動作では、蓄熱タンク（71）の蓄熱媒体の温度をＴp2まで冷却するための蓄熱熱
交換器（56）の蒸発温度の目標値（蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-a）として、第２蒸発温度Ｔo
-a2が用いられる。即ち、急冷動作では、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aが比較的低い温度とな
る。
【０１６８】
　　急冷動作が実行されると、蓄熱熱交換器（56）の蓄熱流路（56b）では、蓄熱媒体の
温度が急低下する。すると、蓄熱熱交換器（56）の蓄熱流路（56b）では、蓄熱媒体中で
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包接水和物が生成される。従って、急冷動作では、蓄熱熱交換器（56）において、包接水
和物を含む水和物スラリーを生成できる。この水和物スラリーは、蓄熱媒体の過冷却状態
を解消するための核となる。この結果、蓄熱タンク（71）において、過冷却状態が解消さ
れた水和物スラリーを蓄えることができる。
【０１６９】
　　急冷動作の終了の判定は、例えば次の条件に基づいて行われる。
【０１７０】
　１）蓄熱回路（70）の圧力損失の増大、２）蓄熱熱交換器（56）の流出側の蓄熱媒体の
温度Ｔa2の上昇、３）蓄熱タンク（71）の流出側の蓄熱媒体の温度Ｔa1の温度が水和物生
成温度以下の所定温度に達すること。つまり、急冷動作において、蓄熱媒体の過冷却状態
が解消されると、水和物スラリーの生成に起因して、蓄熱回路（70）の圧力損失が増大し
たり、蓄熱熱交換器（56）の流出側の蓄熱媒体の温度Ｔa2が上昇したりする。このため、
１）や２）の条件が成立することで、過冷却状態が解消されたと判断し、急冷動作を終了
させる。なお、１）の圧力損失の増大は、例えばポンプ（72）をＯＮ状態とした際の蓄熱
回路（70）の蓄熱媒体の流量に基づいて判定できる。
【０１７１】
　　また、上記３）の条件が成立すると、蓄熱タンク（71）の蓄熱媒体の温度が低くなり
すぎて、流出管（73）が包接水和物により閉塞してしまうおそれがある。このため、３）
の条件が成立すると、速やかに急冷動作を終了し、冷却動作を再び行うことで、このよう
な配管の閉塞を未然に回避できる。
【０１７２】
　　急冷動作から冷却動作への移行（復帰）は、上記１）、２）、３）の条件のいずれか
１つの条件が成立することで行ってもよいし、これらの２つ、あるいは３つの条件が成立
するとことで行ってもよい。
【０１７３】
　　このように、冷房蓄冷運転では、冷却動作の後に急冷動作を行うことで、過冷却状態
の蓄熱媒体の温度を急激に低下させ、過冷却状態を解消する核（包接水和物）を生成でき
る。この結果、室内の冷房を行いながら、蓄熱タンク（71）内に速やかに水和物スラリー
を蓄えることができる。
【０１７４】
　　冷房蓄冷運転において急冷動作を行うと、上述したように、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-
aが比較的低い温度（第２蒸発温度）となるため、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aが、室内側目
標蒸発温度Ｔo-rよりも低くなり易い。しかし、このような条件下においては、第２制御
動作が行われ、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを目標値として圧縮機（23）の回転数が制御さ
れる。従って、蓄熱媒体の温度Ｔa2を確実に所望とする温度（例えば６℃）まで冷却でき
る。
【０１７５】
　－実施形態の効果－
　　実施形態によれば、冷房蓄冷運転において、冷媒回路（11）のシステム蒸発温度Ｔe-
sが、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを上回らないように冷媒回路（11）が制御されるため、室
内の冷房を行いつつ、冷媒によって蓄熱媒体を所望とする状態まで確実に冷却できる。
【０１７６】
　　具体的に、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよりも低いときには
、システム蒸発温度Ｔe-sが室内側目標蒸発温度Ｔo-rに近づく制御（第１制御動作）が行
われる。また、室内側目標蒸発温度Ｔo-rが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aよりも高いときには
、システム蒸発温度Ｔe-sが蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aに近づく制御（第２制御動作）が行
われる。このため、第１制御動作と第２制御動作との双方において、蓄熱熱交換器（56）
の蒸発温度が、蓄熱側目標蒸発温度Ｔo-aを上回ってしまうことを確実に回避できる。
【０１７７】
　　第１制御動作及び第２制御動作では、室内熱交換器（84）の蒸発温度が、室内側目標
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内熱交換器（84）の冷房能力が不足してしまうことも回避できる。
【０１７８】
　　冷房蓄冷運転の第２制御動作では、室内膨張弁（83）を過熱度制御することにより、
室内熱交換器（84）の冷房能力が過剰になってしまうことも回避できる。
【０１７９】
　　冷却動作、及び急冷動作を行うことで、水和物スラリーを生成する装置や部品等を追
加することなく、蓄熱タンク（71）に多くの水和物スラリーを貯めることができる。
【０１８０】
　《その他の実施形態》
　　上記実施形態では、図８に示す第１制御動作と第２制御動作とを行うことで、システ
ム蒸発温度が蓄熱側目標蒸発温度を上回らないようにしている。しかし、例えば冷房蓄冷
運転でのシステム蒸発温度の制御範囲の上限値として、蓄熱側目標蒸発温度を設定するこ
とで、システム蒸発温度が蓄熱側目標蒸発温度を上回らないようにしてもよいし、他の制
御方法を採用してもよい。
【０１８１】
　　上記実施形態に係る蒸発温度を示す種々の指標は、蒸発温度だけでなく、この蒸発温
度に相当する飽和圧力（蒸発圧力）であってもよい。
【０１８２】
　　蓄熱媒体は、臭化テトラｎブチルアンモニウムを含有する臭化テトラｎブチルアンモ
ニウム水溶液以外であってもよいし、蓄熱媒体の濃度は、４０％に限定されない。
【産業上の利用可能性】
【０１８３】
　　以上説明したように、本発明は、蓄熱式空気調和機について有用である。
【符号の説明】
【０１８４】
　１０　　　蓄熱式空気調和機
　１１　　　冷媒回路
　２０　　　室外ユニット
　２３　　　圧縮機
　２４　　　室外熱交換器
　４０　　　蓄熱ユニット
　４４　　　冷媒側蓄熱回路
　５６　　　蓄熱熱交換器
　６６　　　圧力調節機構
　７０　　　蓄熱回路
　７１　　　蓄熱タンク
　８０　　　室内ユニット
　８１　　　室内回路
　８３　　　室内膨張弁
　８４　　　室内熱交換器
１００　　　制御部
１１２　　　室内側出力部
１２２　　　蓄熱側出力部
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